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概要

�PLCモデルの特性を検証

�多項ロジットモデルとの比較（適合度，予測の論理
性，モデル間の予測の違い）



論文の構成
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2. PLC(Parameterized Logit Captivity )モデ
ル

3. データの説明

4. モデル推定結果

5. 予想される消費者の反応

6. 結論



離散選択モデルの選択肢集合

� 最も初期のモデル（たとえば，Rassam et al（1971）
やDomencich and McFadden, （1975））
�すべての意思決定者が同じ選択肢集合を持つと仮定

� “dogit”モデル（Gaudry and Dagenais （1979））

�それぞれの個人は，ある選択肢を継続的に利用する
captive層と，MNLモデルに従って完全な選択肢集合から選
択するnon-captive層に分かれる．

�Ben-Akiva（1977）は，さらに，完全な選択肢集合と（完全な
選択肢集合－１）という状況を仮定した．



PLCモデル

� dogitモデル
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選択肢集合生成の段階実際の選択の段階

PLCモデル

� Ben-Akivaは以下を主張

( ) ( ) CiDXXu ii ∈∀= ,exp

( )
( ) のパラメータベクトル

パラメータベクトル

の特性のベクトルと選択肢意思決定者の社会属性
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PLCモデルの特徴

�選択肢集合生成の過程を記述

�選択肢の利用可能性に関する制約の大きさを記述
できる

�dogitモデルでは定数で与えていたcaptive-non-
captiveの確率をパラメータ化することにより，より
柔軟に選択肢集合生成の過程を記述



使用したデータ

� サンパウロO/D調査(1977)
� 通勤トリップを対象

�出発地が自宅

�到着時刻が朝ピーク(10:30)より前

�17088トリップからランダムに1746トリップを選択

� 手段はバス，自動車運転，自動車同乗，郊外電車，
地下鉄，徒歩の６種類

� 選択肢に含めるものは，ネットワークがつながって
いて，旅行時間が最大値(電車は４時間，他は３時
間)より短いものとする．

選択肢集合 トリップ数
バス，自動車運転，自動車同乗 67
バス，自動車運転，自動車同乗，電車 231
バス，自動車運転，自動車同乗，徒歩 942
バス，自動車運転，自動車同乗，電車，徒歩 486

1726



推定結果

すべて－∞にするとMNLに一致



推定結果

( ) ( )信頼区間の値の自由度 %99309.506.852.13940.143722 >=+−−=χ

→パラメータを30個追加した結果，純粋なMNLモ
デルよりも統計的に優れたモデルとなった．



消費者の反応に関する予測

�旅行時間，費用，世帯収入がそれぞれ変化
した場合にどのような反応を示すかを予測．

�弾力性をそれぞれのモデルについて，それぞ
れの変化が起こった場合に計算．

弾力性：Aが変化したときにBがどれくらい変化するか
を表す値．(Bの変化率/Aの変化率)



旅行時間が一律２倍になった場合

PLCモデル

バス 自動車運転 自動車同乗 電車 徒歩
バス -0.45 0.07 0.85 0.88 0.14
自動車 0.08 -0.1 -0.26 0.13 0.01
電車 0.05 0.01 0.03 -0.3 0
徒歩 0.07 0.02 0.03 0.02 -0.14

弾力性

変化させた手段

MNL モデル

バス 自動車運転 自動車同乗 電車 徒歩
バス -0.23 0.08 0.23 0.41 0.09
自動車 0.09 -0.14 -0.25 0.14 0.04
電車 0 0 0 -0.02 0
徒歩 0.15 0.07 0.13 0.04 -0.35

弾力性

変化させた手段

＞

PLCモデルでより小さな反応

→captive層からnon-captive層に変化する閾値を越えない限り変
化が起こらないという性質



結論

�dogitモデルの一般化であるPLCモデルの特
性について分析した．

�今回のデータにおいてはMNLに比べて統計
的に優れていた．

�サービスレベルが変化した時のシミュレーショ
ン結果も，モデル間でかなり異なっていた．


